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は
し
が
ぎ
近
世
交
通
史
に
関
す
る
研
究
は
最
近
と
糸
に
活
溌
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
宿
駅
の
実
態
に
つ
い
て
は
成
果
が
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を得ない。
宿
駅
制
の
盛
衰
は
幕
藩
権
力
の
消
長
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。
草
創
期
の
江
戸
幕
府
は
強
力
な
権
力
と
保
護
に
よ
っ
て
宿
駅
制
を
整
備
し
、
交
通
手
段
を
支
配
下
に
織
込
も
う
と
企
図
し
た
。
そ
れ
は
公
用
人
馬
の
継
立
や
御
用
状
の
継
送
り
を
円
滑
な
ら
し
め、幕藩体制の確立を推進するために他ならなかった。
その為、宿駅に対しては地子の免許。一般旅客や商人荷
物の独占的輸送の特典を与えた。
然るに、商品経済の発展に対応して、宿駅が繁栄した
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
日
光
例
幣
使
街
江戸時代後期における宿駅の実態（丹治）
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
宿
駅
の
実
態
ｌ
日
光
例
幣
使
街
道
柴
宿
及
び
八
木
宿
を
中
心
と
し
て
１
１
道においては、特殊的事情もあろうが、文化年間以降の
商品流通の展開につれて、宿駅は疲弊の段階に追い込ま
れて行くのである。こうした現象とは反対に公用人
馬の
継立数は逐次噸加し、幕府や領主の助成にも拘わらず、
宿
駅
の
負
担
は
過
重
と
な
り
、
宿
駅
制
の
崩
壊
を
促
し
て
い
っ
た
と言えるであろう。
小稿は、こうした視角から日光例幣便街道の柴宿（１）
及び八木宿（２）の文書を中心として、江戸時代後期におけ
る宿駅の実態を捉えようと試ゑたものである。
註（１）群馬県伊勢崎市柴町・関根甚左衛門旧蔵文書
（２）東京都北多摩郡国分寺町、中央鉄道学園所蔵文書
以
下
断
り
の
な
い
限
り
関
根
家
及
び
中
央
鉄
道
学
園
と
あ
る
の
は
右
の文書を指す。 丹
治
_
二
七 健
蔵
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同
助
郷
村々
と
あ
る
か
ら
、
ろう。また、 一、例幣使街道の宿駅機構
１
柴
宿
の
規
模
日
光
例
幣
便
街
道
と
は
中
山
道
の
倉
賀
野
宿
よ
り
分
岐
し
、
壬
生
街
道
の
楡
木
宿
ま
で
の
道
程
を
指
し
、
そ
の
間
、
玉
村
・
五
料
・柴・木崎・太田。八木・栗田・天明・犬伏・富田・栃
木・合戦場・金嶋の十三宿がある。大島廷次郎氏は五駅
便
覧
の
見
解
を
肯
定
し
つ
つ
も
「
通
説
は
玉
村
よ
り
今
市
ま
で
を
例幣便街道と称している（１）」とされているが、柴宿の文
書（２）には
「亥（文化十一年）二月九日主膳印
美
濃
印
日
光
道
中
千
住
が
鉢
石
壬
生
道
飯
塚
汐
板
橋
御
成
道
岩
淵
か
（
岩
槻
）
例
幣
使
道
玉
村
が
金
崎
右
宿
々
問
屋
法
政
史
学
第
一
五
号
名
主
組頭
」
玉村より金崎までの十三宿とするのがよか
道程については五駅便覧によると玉村より
年間
寄屋
さ
て
、
こ
れ
ら
十
三
宿
中
、
柴
宿
の
規
模
に
つ
い
て
明
ら
か
に
してふよう。江戸時代における柴宿は上野国那波郡内に
あり、伊勢崎藩主酒井氏の領国下にあった。上之方（倉
賀野より）五料宿へ一里、下之方（日光より）へ三里一一八
楡木まで一一三里一町とあるが、例幣使街道は倉賀野宿か
ら
分
岐
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
倉
賀
野
よ
り
楡
木
と
し
な
け
ればならない。
Ⅱ
：奎鋼
一
二
八
篭
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町の道程の位置にあった。柴宿の概要を示せば第１表の
通りで、日光よりの街道に面した柴中町及び堀口村が加
宿とされ、これらを合せて一宿としての機能を果してい
た。堀口村についての状態は朗らかでないが、天保十四
年の柴宿（加宿も含む）の家数・二一九軒、人口は八○
五人（男四一一九・女三七六）であるから（３）、中町と同程
度のものと考えられる。本陣は代灸関根家が勤め、問屋
・年寄役などを兼帯していた。人馬継立の問屋場につい
ては次のように一記されている。
「一、問屋場三ヶ所平日当番宅二而相勤申候
但
毎
月
朔
月
汐
十
日
迄
当
宿
二
而
相
動
来
候
第１表
柴 宿 加宿中町江戸
時
代
後
期
に
お
け
る
宿
駅
の
実
態
（
丹
治
）
宿 730石8斗5升'630石4斗8升
|宿内人別|宿内家数
に±：
|旅篭屋
|宿立人馬
|地子免許
男265女1661男９８女9７
107軒 49111
粁
軒
１
１
なし
なし
け旅 中２小１記載なしなし|:屋重絵美
宿役人
なし
問屋年寄兼帯問屋年寄兼帯Ｉ
４人１２人Ｉ
(文化２年宿方明細書上帳による）
同十一日が廿日迄加宿堀口一一而相勤来候
同
什
一
日
か
晦
日
迄
同
中
町
一
一
而
相
勤
来
侯
」
右の通りであったとすれば特定の問屋場（４）はたく、柴
町・堀口・中町の問屋当番宅で人馬の継立を行っていた
ことになる。
次に宿役人についてふると、柴町及び中町だけで問屋
・年寄兼帯者が六人となっている。他宿に比して問屋の
人
数
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宿
住
民
の
生
業
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
「
男
女
共
二
農
業
の
間
、
男
者
駄
賃
附
縄
莚
打
、
女
者
緒木綿織物糸引等の手業仕候（５）」とある。当宿は上州の
機業地帯、伊勢崎へ一里、五料宿との間に利根川が貫流
し
て
い
た
こ
と
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
宿
立
人
馬
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
駅
肝
録
に
よ
れ
ば
例
幣
使
街
道
の
立
人
馬
は
二
五
人
、
二
五
正
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
だ
けの立人馬はなかった（６）。
以
上
で
柴
宿
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
小
規
模
の
宿
駅であったことを理解されたことであろう（７）。
註
（１）大島廷次郎氏。『日本の路』（至文堂）一一九頁
（
２
）
関
根
家
文
書
「
日
光
山
御
法
会
御
用
留
」
文
化
十
一
矩
（３）児玉幸多氏・『宿駅』（至文堂）二一一二頁
（
４
）
関
根
家
文
書
「
宿
方
明
細
書
上
帳
」
文
化
二
年
九
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法
政
史
学
第
一
五
号
（５）同
右
（６）関根家文書「御継立人馬日〆帳」慶応元年及び中央鉄道
学園文書「宿賄諸入用勘定帳」天保十一一年による。
（７）児玉幸多氏・「宿駅」（至文堂）の末尾に五街道宿駅一覧
が附してあるから、例幣使街道二一一宿については参照さ
れたい。但し木崎宿については記録がない。
２
宿
役
人
の
構
成
柴宿の機瀧中、特に注目を要するのは宿役人の構成で
ある。先ず、寛政八年の宿役人の榊成を承ると、
。、問屋場市左衛門（柴町・問屋・年寄兼帯）
甚左衛門（〃本陣。問屋・年寄兼帯）
藤吾（加宿中町・問屋・年寄勤帯）
伝
右
衛
門
（
同
右
）
次兵衛（加宿堀口村・問屋・年寄兼帯）
仙
右
衛
門
（
同
右
）
此段間屋場之義者平日六人一一而一ヶ月五日替リーー往還御用向
相勤大通行有之候節者右六人之内江問屋場壱鰄的立宿役人下
役共相詰御用相勤侯仕来一一御座侯」（１）
とあり、六人が交替で人馬継立の衝に当っていた。然る
に文化二年になると柴町の問屋。年寄が四人、中町が二
人、これに加宿の堀口村を合せれば八人であったろうと
思われる。更に文化十一年になると問屋六人、年寄十二
一三○
人の名が見えるが、「問屋之義者寛政年中書上候巨細書
二六人与書上候一一付此度も六人二仕候様御察当一一付（２）」
とある文面よりすれば表向は六人であるが、現実には、
これを上廻る人数であったろうと推察される。慶応元年
における「御継立人馬日〆帳（３）」によると、問屋・年寄兼
帯者十七人が輪番制で人馬継立の役割を果しているので
ある。例えば第２表は七月分の勤務割であるが二日’四
日交替で問屋。年寄役を順次勤めている。ただ勤務回数
には年間を通じて相当の差があったようであるが、柴町
は一日’十日迄、加宿堀口村は十一日’二十日、中町は
二十一日ｌ晦日の原則は実施されていたようである。
ではどうして、このように多人数が問屋・年寄役を輪
番制で勤務していたのであろうか。これは柴宿が加宿の
協力を必要とする特殊な条件にあったこともあろうが、
宿の経済的な事情から、宿役人の変化を余儀なくさせた
のではないだろうか。この問題を究明する前に例幣使街
道の人馬継立の規模について触れてふよう。
註
（１）関根家文書「当宿助郷村高竝御貸附金有無訳宿方仕釆書
上帳」寛政八年
（
２
）
同
右「日光山御法会御用留」文化十一年
（
３
）
同
右「御継立人馬日〆帳」慶応元年
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二、例幣便街道における人馬継立の規模
１
人
馬
継
立
数
柴宿における人馬の継立数を承ると意外に少く、宿、
江戸時代後期における宿駅の実態（丹治）
第２表柴宿問屋･年寄勤務表柴宿問屋年寄勤務回数
勤務者名 問屋｜年寄 問 屋信
号
Ⅳｌｍｌｍ－２ｌ凹一９’３
長左衛門１ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
、
甚左衛門
〃伊左衛門
甚左衛門伝左衛門
〃
利左衛門 伊左衛門
助左衛門 〃
助左衛門長右衛門
〃市左衛門
市左衛門
註'1三騨翻員 〃治兵衛11
1２ 〃
1３ 〃
1４ 〃
1５ 佐兵衛助郷勤を合せても、文化十五年には人足八六二人、馬五
一
九
疋
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
年
間
を
通
じ
て
最
も
多
い
の
が
四
月
で
あ
り
、
次
が
七
月
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
例
年
四
月
十
二
日
に日光廟へ参向する例幣使の通行のためであり、七月は
大名の通行のためであろうと思われる。通年における大
名衆の通行は一、二回にすぎないのである（１）。
日光例幣使の通行は宿駅にとって負担が重かったであ
ろ
う
が
、
幕
末
に
至
る
ま
で
は
宿
駅
を
窮
乏
さ
せ
る
程
の
も
の
で
はなかった。さて、以上は公用人馬の継立数であるが、
宿駅の経済的収入となる商人荷物の輸送はどの位であっ
た
ろ
う
か
。
八
木
宿
の
場
合
を
見
る
と
。
、
銭
五
百
五
十
文
藤左衛門1６
1７ 〃
1８ 〃
藤兵衛1９
2０ 〃
次2１ 伝
2２ 〃
2３ 〃
喜兵衛2４一一一 巧一妬 ｿ
〃
2７ 〃
伴蔵2８
2９ 〃
3０ 〃
(慶応元年日〆帳による）
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是は人馬元賃銭之内木馬軽尻人足共上り下りに不抱壱人
一
、
佐
屋
路
例
幣
使
道
日光道中水戸道中立人馬請州五川
壱疋二付銭壱文シシ口銭宿方江請取侯分（２）
甲
州
道
中
壬
生
道
中
と
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
僅
か
五
五
○
回
程
度
に
す
ぎ
な
い
の
で
岩
槻
道
中
奥
州
道
中
あ
る次に慶応元年における柴宿の場合を承よう。（第４表）
と一記されている。右の通りであったとしても、それが実
四
月
及
び
十
二
月
の
二
ヶ
月
分
が
除
外
し
て
あ
る
の
に
も
拘
ら
行されていたとは考えられない。
第３表文化15年宿・助郷人馬勤高表（柴宿）
月｜宿 動 助郷動 合 計
人 足 馬 人 馬｜人足 足 馬一
肥
塑
犯
究
狸
巧
把
乃
界
釘
鬼
扣
法
政
史
学
第
一
五
号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
１
１
４
２
９
１
３
２
２
７
２
６
４
８
７
２
５
８
３
７
７
２
０
１
２
３
５
４
２
４
７
５
４
５
４
2４
２２
９
１９７1２６
1１
１３
3４
６７５４
Ｉｌ１Ｄ
２２
1５９ 1９０
２
７
９
９
９
２
４
５
３
１
７
９
３
１
１
５
３
１
3０
６
８
(376）
６６５
(353）
１９７
(729）
８６２
計
519 519
は明・ず、人足数は増し、馬数が減じている。
播砺痙鯲噸川洲壯匝倒岫舳＆洲肚、議翻砺歓割隔
Ｊるよに
症Ⅷろ。人足数が増大した理由は幕吏及び仙
表一員鋤疋疋軸糀台藩士の往来が多かった為である。助郷
人別畑鮴個人馬が増大し、宿勤馬が減少したことは
辨訳川臥臥州廟者どのような理由からであろうか。
２３１他蝉
註
４
文
は
数
（
１
）
関
根
家
文
書
「
御
通
行
休
泊
党
」
天
保
十
Ⅷ内証
他
て
の
く
御
持
い
内
年
’
十
五
年
印
足
馬
足
状
つ
ｊ
同
右
「
御
休
泊
控
帳
一
文
化
二
年
鰍飢熊鰍細諏鰯
（
２
）
中
央
鉄
道
学
園
文
書
「
宿
賄
諸
入
用
勘
定
内
中
の
．
欄
帳
」
天
保
十
二
年
鯛楜旭２宿立人馬と助郷人馬
例
幣
使
街
道
の
宿
立
人
馬
に
つ
い
て
は
、
駅
１
２
註
肝
録
に
は
三
一
一
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八
木
宿
の
例
を
見
る
と
。
、
銭
五
拾
五
賃
九
百
文
御伝馬拾弐疋之内
囲
馬
引
拾
疋
宿
立
之
分
世話人方江相渡申侯
同人足
江戸時代後期における宿駅の実態（丹治）
第４表宿助郷人馬勤高表(柴宿）
|月|雲
li
j
,計’６'-－－
動一馬 ﾌﾄﾞ等粍:し 計足 人 ‐’
１
１
１
足
－
６
７
５
－
６
９
３
３
２
罵二
６
７
６
５
８
６
６
３
７
６
１
６
３
８
７
４
２
１
１
１
０
５０
０
６
６
１
１
５
３
７
１
１
1０９
１
０
７
１
４
９
２
７
５
０
１
２
７
５
０
５
２
７
０
０
１
１
２
６
０
８
６
９
９
１
１
１
５
５
７
４
２
１
３
３
１1５８ 2２９
1１６ ０
０
０
１
1２６
9５
３２
9５
３２
ＩｌｌＩｌｌｌｌｌ‐ｌ’
１１」
８ 1０１１４２３１９１１１１０４ 1９２
是〈御朱印御証文賃無賃添共宿加宿往
来之助成も有之候二付前々か軒別順番
割
除
主
心
倣脈加川
勤二御座侯（１）」
⑤岼危野恥織怖Ｍ柳川矧舳、巷率い眉峨柵切繩泣臥鴨純
獣暇し乱・が宿でも天保年間にはこの程度であったと考
》」
『灘蝋鱗鞠瀞騨搬謙
日
不
４
外
で
囲
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
（
第
５
．
６
表
）
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
幕
末
・
慶
応
年
間
に
１
２
３
註
は宿立馬は甚だ少かつたと推察出来る。日
〆帳には日々囲人馬五人五疋と一記載されて
いるが、八木宿の例から考えても、これは名目だけのも
ので、囲馬五疋の数すらも割っていたものであろう。
では、このような現象を生じたのはなぜであろうか。
恐らく宿の窮乏が甚しくなり、伝馬の維持が困難となっ
て来たからではなかろうか。
註
（
１
）
中
央
鉄
道
学
園
文
書
「
宿
賄
諸
入
用
勘
定
帳
」
天
保
十
二
年
一
一
一
-一
一
一
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第６表 第５表慶応元年柴宿助郷勤高表
宿勤｜助郷動 合 計一月日 i馬早敷 月日 備考人足｜馬｜人足｜馬｜人足｜馬 法政
史
学
第
・
’
五
号
０
２
０
０
８
３
０
６
１
２
８
１
８
６
９
８
０
６
３
２
３
７
０
３
６
６
３
９
５
８
６
７
２
２
１
２
２
２
１
１
２
２
１
１
２
１
１
１
１
１
２
２
１
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
１
１
２
２
２
３
４
５
６
６
６
６
６
７
７
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
３
０
１
２
１
０
１
０
３
０
２
０
０
０
１
０
２
０
０
０
１
０
２
０
２
０
０
０
０
０
０
０
２
２
『
。
〃
〃
〃
〃
〃
４
四
５
〃
勺
Ｉ
〃
〃
（
己
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ｏ
ン
８
２
７
０
１
２
３
４
９
６
９
７
８
０
２
５
６
７
９
７
２
７
８
１
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
３
１
２
２
２
８
０
４
７
１
９
８
３
０
５
８
７
６
２
９
８
２
０
７
５
５
０
４
３
４
２
２
３
３
２
１
２
２
２
１
３
１
３
２
１
２
８
８
２
８
６
５
４
１
０
０
５
６
１
８
３
５
１
４
６
１
１
１
７
４
１
２
８
２
４
７
１
９
９
３
０
６
８
８
６
２
９
８
５
０
９
５
５
０
４
３
４
２
２
３
３
２
１
２
２
２
１
３
１
３
２
１
２
８
８
２
８
６
５
４
１
０
０
５
８
１
８
３
５
１
４
６
２
１
１
７
４
１
２
助郷動と
の記載な
きも助郷
動と推定
される。
１
１
ｒ
ＬＪ
１
３
２ １
（慶応元年日〆帳による）
註１．３月26日～４月30日又び11月19日～12月31日まで
は日〆帳の記載が混乱又はなき為に省略した。
２．表中宿勤の記載なきは、宿勤、助郷動の人馬負担
の割合不明のため助郷勤とした。
３．宿勤中囲人馬５人５疋は記載せず。
四
（慶応元年日〆帳に
より、宿勤人足５人以
上の場合を抽出してふ
た｡）
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三
、
大
通
行
と
宿
駅
と
の
関
係
で
は
柴
宿
が
窮
乏
す
る
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
寛政八年の幕府への答書には次のような文面がある。
Ｒ前略）刎銭溜御貸付金竝宿助成金其外宿方ｊ差出金貸附
之類無御座候
一、宿方拝借金或者御手当金等拝借類無御座侯（下略）（１）」
と
あ
る
か
ら
、
文
化
年
間
以
降
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で、宿の窮乏化に大なる影響を与えたであろう大通行に
ついて考察してふよう。
１
日
光
例
幣
使
の
通
行
と
宿
駅
天和三（一六八一一一）年における例幣使の継立人足は一
○二人にすぎなかった（２）が、天保期には可成の増加を
示している。例えば天保九年の八木宿における助郷人足
は一一一六ケ村から六一○人（百石一一付六人）となってい
る（３）。又、同時期頃と見られる柴宿の文書によると宿助
郷人足四七五人となっている（翌。では例幣使の通行に
際して、宿の出費はどの位であろうか。天保十一年の場
合
に
は「同十一年子年四月十二日
飛鳥井宰相様
右諸色入用
江戸時代後期における宿駅の実態（丹治）
金弐両弐分
銭
拾
弐
賞
弐
百
文
内
訳
金
弐
分
銭壱賃弐百文
是者右同断御本陣江相渡申侯
金弐両
銭四貫文
是者右同断御供方被差上申候
銭四賃文
是者同断問屋場諸色入用二御座侯
銭三貫文
是者右同断渡船場諸色入用二御座侯（５）」
とあり、天保十年ｌ嘉永元年の十ヶ年間の入用は金二八
両一分、銭一一一四賃三○○文（６）であるから、これだけ
の負担とすれば宿を窮乏化させる原因とはなり得なかっ
たであろう。勿論宿の負担は、この他「御例幣使野宮宰
相中将様御通興一一付天明宿迄宿駕籠三拾挺分入魂与唱ひ
差出申侯（７）」とあり、銭二○賞二○○文が宿入用金とし
て記されているのを見ても、宿の負担はこれだけであっ
たとは考えられない。しかし、御朱印、御証文や御定賃
銭による人馬の継立数が幕末に近づくにつれ増加しつつ
あったことは明らかである。
一三五
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法
政
史
学
第
一
五
号
註
（
１
）
関
根
家
文
書
「
当
宿
助
郷
村
高
竝
御
貸
付
金
有
無
訳
宿
方
仕
来
書
上
帳
」
寛
政
八
年
（２）大島廷次郎氏「日本交通史論叢続編』（吉川弘文館）七九頁
（３）中央鉄道学園文書「助郷村を寄人足触出帳」天保九年
（４）関根家文書「大通行御定人馬竝御雇人馬継立書上帳」幕
末
、
年
月
不
詳
（
５
）
同
右
「
例
幣
使
御
通
行
竝
諸
色
入
用
取
調
帳
」
嘉
永
元
年
六
月
（
６
）
同
右
（
７
）
中
央
鉄
道
学
園
文
書
「
宿
賄
誌
入
用
勘
定
帳
」
天
保
十
二
年
２
御
神
忌
大
通
行
と
宿
駅
東照宮の祭祀は文化十一一年（二百年忌）及び慶応元年
（二百五拾年忌）には特に盛大に供養が行われたようで
あ
る
。
従
っ
て
参
向
す
る
公
家
衆
の
人
数
が
多
く
、
幕
府
・
領
主
・
宿
助
郷
と
も
人
馬
の
継
立
や
休
泊
に
関
し
、
多
大
の
負
担
と
な
ったのである。
幕府では前年から街道及び宿駅施設の視察のため、御
勘定組頭以下の役人を派遣し、人馬の継立や休泊を円滑
ならしむるように監督させた。
文化十二年には「御法会御用付者御継立凡一一一十日程有
之右日数の内五日程は人足千弐百人、馬百正一一而相返し
之御継立も可有之候（１）」との御触があった。かくて、本
陣公脇本陣、旅籠の修築、臨時の人足小屋、馬寄小屋の
建設、宿駕篭ｖ提灯の修理が為されねばならなかった。
宿では、宿役人と助郷惣代との寄合、例幣便街道十三宿
役人が寄合を開き打合せをしている。では、これら御神
忌の大通行にどの位の人馬が動員されたのであろうか。
八木宿の場合には、宿助郷人足四、二○三名、木馬一一一四
三正、軽尻馬七疋と記されている（２）。四月といえば農
繁期のことでもあり、前後一ヶ月間の継立であるから、
その負担は並大抵のことではあるまい。柴宿では前宿、
五料宿との間に利根川の渡船場があり、次の木崎宿まで
の道程三里一一八町もあったので継立の労苦の程が偲ばれ
る。例幣便通行に際して、利根川の渡船場では、前々か
ら枝瀬に歩行橋を掛け渡し、船着台を岸辺に数多く栫え
て
お
い
た
処
、
前
夜
に
な
っ
て
雪
解
出
水
の
為
夜
中
に
多
勢
の
人
足が出動したと一記されている（３）。
然るに、幕末慶応元年の御神忌大通行には「御勘定様
被仰聞候者文化度之倍之御通行に相成候（４）」と云う有様
で八木宿の寄人馬を見ると文化十二年左遷に凌駕してい
る。（第８表）
いま、公卿、竹屋前宰相の例を見ると
．、竹屋前宰相様
一一一一ハ
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御
朱
印
人
足
八
人
〃
馬
六
疋
御
証
文
人
足
百
弐
拾
七
人
一厘人足三拾人
合
人
足
百
六
拾
五
人
馬
犬疋
（此訳中略）
〆
差
引
人
足
八
拾
七
人
増
（
御
雇
人
足
の
増
加
分
）
此賃銭
外一一（遠見その他）
小以人足三拾人（５）」
となっている。人足数二五二人、遠見等の宿勤人足を加
え
れ
ば
二
八
二
人
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
このように蝦しい人馬はどのようにして徴発したので
あ
ろ
う
か
。
梶
井
宮
の
例
を
見
る
と
「
覚
一
、
人
足
弐
千
三
百
拾
五
人
内千八拾六人定助郷（八木宿の定助郷は三六ケ
村）
内七百七拾五人一履上ヶ村（定助郷でも不足分相
対賃銭にて契約しておく）
内
四
百
弐
拾
人
買
上
ヶ
人
足
残
百
三
拾
四
人
不
動
之
分
江戸時代後期における宿駅の実態（丹治）
第７表慶応元年御神忌大通行人馬継立数
寄人足｜寄馬|宿勤人足主なる通行者名月日
梶井宮 ２５３０
<(?！;）
1５０ 7０４ ２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
く(:）
(170）
(100）
(100）
(172）
3２１９
４１５９
4367
4581
4467
1337
(1o）
(1o）
(1o）
(15）
2１５
１７２
１５５
１５０
１５４
９６
町尻宰相、清水谷宰相、植松少将、坊城
左少弁
{零雛罐彙：鑿莞等奨膳太夫
|轆轤手艤碧馬綴宰相中樗
儒簿奨輔！、蟇謹兵衛権左
{杢籍纏蕨湧幣静議禦權頭
０
０
０
０
０
０
５
７
７
７
５
９
１
１
１
１
１
一
一
一
七
11
1２
1３
４日～１３日〆70名 2５，７２６１１，１５２１９７０
（八木宿、梶井宮御通行二付御継立仕人馬書上写）
註（）は不動人足数
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法
政
史
学
第
一
五
号
右梶井宮様竝御警衛方御通行二付御継立仕候外人馬数書面
之通り奉書上侯
日
光
例
幣
使
道
八
木
宿
問屋安右衛門（６）」
右によって大通行の規模が凡そ察せられるであろう。
註
（１）関根家文書「日光山御法会御用留」文化十一年
（
２
）
中
央
鉄
道
学
園
文
書
「
東
照
神
君
御
法
会
御
通
之
面
女
御
姓
名
写
」
文
化
十
二
年
（
３
）
関
根
家
文
書
「
御
答
書
之
写
（
利
根
川
渡
船
動
に
つ
い
て
の
嘆
願
書
上
天
保
二
年
（
４
）
同
右
「
御
神
忌
御
通
行
日
記
」
慶
応
元
年
（
５
）
中
央
鉄
通
学
園
文
書
「
今
城
様
汐
五
卿
様
分
四
月
十
一
日
〆
帳
」
慶
応
元
年
（
６
）
同
右
「
梶
井
宮
様
御
通
行
二
付
御
継
立
仕
人
馬
書
上
写
」
慶
応
元
年
四
、
幕
府
及
び
領
主
の
助
成
策
１
人
馬
継
立
賃
の
補
償
公
家
衆
の
大
通
行
は
御
朱
印
・
御
証
文
の
無
賃
人
馬
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
Ｊ
こ
の
負
担
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か。雇上ヶ村・買上ヶ人足には当然相対賃銭を支払わな
ければならないし、定助郷の場合にも御定賃銭を負担し
なければならない。然らば人馬賃銭だけでも莫大なもの
と
な
ろ
う
。
文化十二年の御神忌御用留には
「当四月日光御法会二付日光道中御成道壬生道共一一三月什四日
か四月晦日まで例幣使道之義者三月汁五日ｊ四月十五日迄御
法会御用二付通行之面を継立侯人馬者元賃銭共一一五倍之御手
当被下侯間宿々竝助郷村を共二可相心得者也
亥二月二九日
主膳印
美濃印（１）」
と
あ
る
。
こ
の
五
倍
増
の
運
賃
を
ど
う
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
御定賃銭の分だけ五倍増とし、通行の公家衆等に負担さ
せるのであろうか。慶応元年の大通行には「（前略）当
節諸色格別高直一一付可為難儀候間別段之訳を以此度限り
為弁当代弐倍五分被下都合元賃銭とも七倍五分之御手当
被下候（下略）（２）」と宿及び助郷村への御触がある。そ
こで、慶応元年の日〆帳を見ると
「四月四日
禁裏御楽所
一、窪甲斐守様
御
朱
印
一、人足四人
一
、
馬
壱
疋
一
一
八
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と記されている。天保九年における八木宿から天明宿ま
での御定賃銭は本馬一四五文、軽尻九五文、人足七○文
であるから（４）、公家衆の負担する雇賃銭は七倍五分増
でなかったことは明らかである。では、そうした差額は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
然しながら、このような倍増賃銭が例幣便街道十三宿
掛代官から宿助郷人足に支払われていたことは次の文面
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
「合銭千三百八拾四賃四百五文
右者此度日光就御法会御参向之御方を様其外御通行二付御
継立仕候処勤人馬不勤之人馬其外共私とも一同為御立会其
日限又〈金弐朱一分二満とひ候節端銭相添人足共江紙切手
と御引替被成御渡無相違奉請取候依之連印差上申侯如件
文化十二亥年五月十二日春認上侯
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
宿
駅
の
実
態
（
丹
治
）
但し馬代人足弐人
（中略）
小
以
人
足
三
拾
八
人
〆
馬
壱
疋
内
三
拾
人
御
定
賃
銭
請
取
候
分
此賃銭三賞三百拾弐文
外
二
杖
払
弐
人
提灯弐人（３）」
吉
川
永
左
衛
門
様
御
手
代
松井六作様（５）」
これを見ると不勤人馬にも支払われている。更に「継立
方二者不払人馬迄御手当有之一一付甚取込二相成申候（６）」
との一記録もある。
以上の結果より推察すれば、勤人足に対しては五倍増
不勤人足については約半減（７）の差はあるにしても、継
立人馬及び宿勤人足に対して、文化十二年には公家衆の
負担した分以外の人馬賃銭を幕府が全面的に負担してい
たものと思われる。
かような大通行に際しては人馬賃銭の負担を宿・助郷
にのゑ課すことは、幕府の権力をもってしても到底不可
能
な
状
態
に
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
註
（１）関根家文書「日光御神忌御用留」文化十二年
（
２
）
同
右「御神忌御通行日記」慶応元年
（３）中央鉄道学園文書「四月三日ろ入日迄御継立日〆帳」
慶
応
元
年
（４）児玉幸多氏「宿駅』五街道宿駅一覧参照
（５）中央鉄道学園園文書「東照神君御法会御通之面戈御姓名
写」文化十一一年
（６）関根家文書「日光御神忌御用留」文化十二年
（
７
）
「
同
右
」
に
よ
れ
ば
柴
宿
よ
り
木
崎
宿
ま
で
動
人
足
一
人
に
一三九
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付一一一九二文、不動人足一人に一五六文、勤馬一正に付七
八八文、不動馬一正に付一一一一六との記録がある。
２
臨
時
の
助
成
金
文化十二年の御神忌大通行に際して、幕府は人馬賃銭
の負担の外、更に次のような助成金を宿に下賜した。
「幕府下賜金
人
馬
小
屋
三
ヶ
所
へ
金
拾
五
両
繩駕燗一
金拾五両
渡
船
場
入
用
金四拾五両
内
訳船一腱賃二五両二分百十九文（五料宿へ）
五
料
宿
へ
十
両
柴
宿
へ
十
両
本
陣
畳
替
金
金三両一分永百十文
宿役人手当金問屋
六
人
銀
六
匁
宛
年
寄
十
二
人
銀
五
匁
宛
帳
附
三
人
銀
一
一
匁
五
分
宛
馬
差
三
人
銀
二
匁
五
分
宛
惣
代
助
郷
四
人
銀
五
匁
宛
（
１
）
」
又、領主伊勢藩主より次のように貸付金が交付された。
「六月朔日御上様オ御拝借被成御渡被下候
一金拾両者当十二月ｊ十ヶ年賦御本陳江（家具調度品）
法
政
史
学
第
一
五
号
一四○
一
金
五
拾
両
者
同
断
当
町
旅
篭
屋
共
へ
一
金
拾
両
者
同
断
中
町
同
断
（
２
）
」
領主からの貸付金が、幕府より拝借した上でなされてい
る。この他、領主から脇本陣に対して九両一分二朱卜十
八文の座敷修理の手当金が下賜された。
かように幕府及び領主からの助成があっても例幣便街
道の如き小規模の宿駅では宿及び宿住民の重荷となり、
宿を窮乏化させたであろうことは言を要しまい。
文化十二年の場合でも然りとすれば、江戸幕府崩壊寸
前における慶応元年の大通行は人馬継立数から推測して
宿
の
負
担
も
倍
加
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
註
（
１
）
関
根
家
文
書
「
日
光
御
神
忌
御
用
留
」
文
化
十
二
年
（
２
）
同
右
３
御
伝
馬
囲
金
例
幣
便
街
道
の
宿
駅
で
は
宿
立
人
馬
の
負
担
は
ど
う
な
っ
て
い
たのであろうか。八木宿では囲馬二疋を除き十疋の宿立
分
が
あ
っ
た
。
｜
疋
の
年
間
の
賄
料
は
五
貫
入
十
文
、
十
疋
分
と
して五五貢九百文を八木宿の家数九四軒中、宿役人六軒
分を除き、八六粁に一ヶ月五八文の割で負担させている。
人足については御伝馬囲金の利息で賄っている。即ち、
囲金一一百両一一分の一ヶ年分の利息が三十両卜銭四百八十
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四文である。この中から問屋場の入用、宿役人賄料、半
紙代〆五両六百八十六文を差引いた残金、弐拾両一一一分銭
七百三十文を本百姓五○軒に、四両一分一一朱卜銭一貫五
百文を借家のもの三六軒へ割渡している（１）。
こ
の
御
伝
馬
囲
金
の
資
金
源
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
刎
銭
制
度
で
あ
る
。
柴
宿
の
刎
銭
は
寛
政
十一年から十ヶ年間、二割五分増とし、二割は動人馬へ
五分は岩鼻代官所へ上納している（：。又嘉永四年、栃木
宿
で
は
一
割
五
分
増
で
あ
っ
た
が
、
七
分
五
厘
を
出
人
足
へ
、
七
分五厘を刎銭溜銭としている（３）。然し、例幣便街道の
如く人馬継立数が少い宿駅では二百両余の資金となった
とは考えられない。栃木宿の定助郷の出人馬に対する刎
銭は一貫五百三十七文にすぎない。（４）宿と共に例幣便
街
道
で
は
最
も
宿
駅
の
規
模
が
大
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
程
度
で
あ
ったとすれば、御伝馬囲金の資金にはなり得なかったこ
とであろう。
天保十二年の八木宿の宿賄諸入用勘定帳（５）には
。
、
銭
壱
賃
八
百
七
文
是〈人馬賃銭壱割五分増之内七分五厘動人馬へ相渡し宿
方江被下候七分五厘三分」
とあるから、刎銭が宿財政の財源となっている。然るに
同
じ
く
江戸時代後期における宿駅の実態（丹治）
二
、
金
壱
両
弐
分
、
、
、
、
、
、
是〈飯売旅篭屋先年御伝馬助成金として差出し小前へ賃
附置年々利足取立宿入用二引当侯分（６）」（傍点は筆者）
とある。この御伝馬助成金と御伝馬囲金との関係は明ら
かでないが、いずれにせよ幕府及び領主が伝馬制維持の
為の助成策を、かように講じつつあったことが窺われ
る。
註
（１）中央鉄道学園文書「御伝馬金利息割渡帳」天保十四年
（２）関根家文書「当宿助郷村高竝御貸付金有無訳宿方仕来書
上
帳
」
寛
政
八
年
（３）関根家文書一助郷人馬賄銭諸入用勘定帳」天保十二年
（４）同右「栃木宿・助郷人馬賄銭竝諸入用仕訳帳」・嘉永四年
（５）中央鉄道学園文書「宿賄諸入用勘定帳」天保十二年
（
６
）
同
右
五、幕末における伝馬制崩壊の兆
文化十二年の御神忌大通行が宿の窮乏に大なる影響を
与えたであろうことは領主から多額の借金があったこと
でも容易に推察されよう。然るに天保十五年になっても
御拝借年賦仕様帳には本陣を始め、宿住民四五人の名が
ふえる。
三十ヶ年賦（十一名）
一
四
一
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法
政
史
学
第
一
五
号
〆金二七両二分一朱四九賃七八七文
十ヶ年賦（十一名）
〆金一一一九両二朱八賞五一六文
五ヶ年賦（十三名）
〆金三二両二分一朱一○賞一九四文
その他（十一名）
〆金二八両一分七賞四二○文（１）」
これらの中には家屋敷を借金の返済に引当てても尚多額
の負債がある者七名に及んでいる。然るに文化十二年領
主より金五十両を拝借した十八軒の柴町の旅寵屋中、甚
平・源左衛門・利左衛門・平七・弥平の名は依然として
見えるが、他の旅篭屋の名は見えない。これは旅籠屋階
層が宿内に於ては比較的経済的に余裕があったからでは
な
か
ろ
う
か
。
然し、天保期には宿住民が相当に困窮状態にあったこ
とは明らかである。しかも、宿住民の負債はこれだけで
あったとは考えられない。例幣使街道周辺の農村地帯で
は文化ｌ天保期にかけて商品経済の浸透が著しく、町方、
地方商人の活躍が目立ってくる（２）。このような商人階
層からの農民の借金は急速に増大しつつあったのであ
る（３）。柴宿の宿住民も人馬継立の負担の承を一方的に
課せられていたとすれば当然、他にも相当の負債があっ
たものと考えられるのである。
然らば、例幣使街道の宿駅では商品流通の展開に伴っ
て、宿に与えられた商人荷物輸送の特権、問屋口銭は増
大したであろうか。前述の通り、八木宿に於ては天保期
における宿立馬一ヶ年の入用銭五五賞九○○文に対し嗣
僅か１％の五五○文にすぎなかったのである。
従って幕末になり、公用人馬の継立が増大すれば宿が
窮乏化するのは必然である。かくて、慶応元年には宿駅
としての機能をも麻痒の状態に追込まれていたのであ
る。慶応元年の日〆帳に見える問屋・年寄の輪番制は、
このような事情を考慮に入れなければならない。家格・
伝統を誇る本陣、名主などの旧家は宿駅制の負担過重の
為に窮乏し、代って宿の財政面に大きな役割を果しつつ
あった旅籠屋等の商人層が登場してくるのではなかろう
か（４）。
例えば、八木宿における天保十年の宿財政の総収入に
対する旅龍屋の負担の割合を見ると次の通りである。
「
総
収
入
米
弐
俵
金
壱
両
壱
分
銭弐百弐拾八賞四百拾弐文
旅篭屋負担分銭七拾弐賞四百文
一
四
一
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８
表
柴
宿
問
屋
年
寄
変
遷
表
◎
問
屋
○
年
寄
◎
問
屋
年
寄
兼
帯
△
は
不
明
確
な
し
の
金
名｜階層別|文化ｎ年|天保’
借
局
元
治
２
氏
汀
百
一
|
￣
~
支
一
T
E
-
I
Z
-
z
戸
一
｢
￣
天
保
１
５
年
｜
明
治
１
1両１分４朱476文
伊
左
衛
門
市
左
衛
門
藤
吾
半
右
衛
門
清
兵
衛
次
兵
衛
甚
左
衛
門
助
左
衛
門
弥
市
吉
左
衛
門
瀬
兵
衛
丈
右
衛
門
伝
次
伊
太
夫
長
右
衛
門
仙
右
衛
門
太
郎
左
衛
門
安
兵
衛
治
兵
衛
藤
兵
衛
伝
右
衛
門
伴
蔵
弥市右衛門
団
右
衛
門
六
兵
衛
利
左
衛
門
彦
左
衛
門
喜
兵
衛
平
右
衛
門
佐
兵
衛
倭
三
郎
藤
左
衛
門
合
計
。◎。◎。◎○○○○○○○○○○○○
○○○◎
。◎◎
１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４ １１１１１１１１１１２２２２２２２２２２３３３３３
旅篭名主
入
升
屋
旅
篭
か
○◎○◎。◎
12両３分４朱140文
陳本篭
本脇名旅名旅
名
主
。◎
１０両
１両銀５匁
下附金9両1分2朱19文
３両２分銀10匁
◎
陳主居
酒
渡
世
5両２分
67両2分2朱257文
主電
。◎
△○
3両３分
○。◎。◎。◎○○○
名
主
。◎。◎
8両３分１朱
○｜◎
27両3分4朱37〆578文
○○○○．◎剛靴
旅
篭
6両788文
13両１分
30両３分
4両10匁
。◎。◎。◎、
問
屋
６
年寄1２
問１０
年
６
註
⑨
文
化
1
1
年
～
日
光
山
御
法
会
御
用
留
に
よ
る
⑥
天
保
２
年
差
上
申
一
札
事
（
利
根
川
渡
船
動
に
つ
き
嘆
願
）
に
よ
る
◎
元
治
２
年
～
Ａ
御
法
会
二
付
九
日
往
継
立
日
〆
帳
に
よ
る
、
古
文
書
殴
損
の
た
め
合
計
数
と
一
致
せ
ず
Ｂ
元
治
２
年
御
継
立
人
馬
日
〆
帳
に
よ
る
輿
1
匹
酋
逗
弾
憲
且
黒
迄
岬
廻
塵
Ｏ
Ｂ
Ｉ
〈
麹
（
車
洩
）
１
日
1
1
1
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法
政
史
学
第
一
五
号
飯売旅篭屋弐拾八軒宿入用足銭
銭七拾九賞六百文
関東御取締出役火附盗賊御改方足銭（５）」
旅篭屋負担分銭百五十一一貫文は宿入用の殆ど三分の一一の
割合となっている。柴宿に於ては、こうした階層が宿の
運営に発言権を持つようになった結果、問屋・年寄役の
輪番制が行われるようになったのではなかろうか。
又
、
伝
馬
役
の
負
担
者
で
あ
る
宿
住
民
の
困
窮
は
、
慶
応
元
年
における囲人馬五人五疋すらも維持出来ない程に宿駅制
を
衰
退
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
註
（１）関根家文書「日光御神忌一一付年賦拝借貸付」文化十二年
（
２
）
拙
稿
、
利
根
川
舟
運
の
展
開
（
歴
史
地
理
九
○
の
ご
参
照
（
３
）
群
馬
県
佐
波
郡
玉
村
町
五
料
、
旧
河
岸
問
屋
高
橋
家
文
書
中
の
借
金
証
文
は
文
化
ｌ
天
保
期
に
か
け
て
著
し
く
増
加
を
示
し
て
い
る。
（
４
）
問
屋
・
年
寄
変
遷
表
は
判
明
し
た
も
の
だ
け
記
入
し
た
の
で
必
ず
し
も
正
確
と
は
い
え
な
い
が
、
新
旧
の
交
代
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
われる。
（５）中央鉄道学園「宿賄諸入用勘定帳」天保十五年
む
す
び
日光例幣便街道は日光廟に参向する公家衆の為に開設
一四四
されたが、その重要性に鑑み、明和元年に道中奉行の支
配となった。従って、他の街道とは異り、特殊な条件下
におかれていた。背後に前橋・伊勢崎などの都市が控え
ていたが、江戸との物資の交流には余り重要な街道とは
いえなかった。従って、日光廟に参向する公家衆の通行
を除けば、大名衆の通行も至って少く、商人荷物の輸送
も
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
幕末になり、一公用人馬の継立数が増大すれば、それだ
け宿の負担が重荷となってきたことは当然である。たと
え、幕府及び領主の助成があったとしても、宿の窮乏化、
御伝馬の減少を抑えることは出来なかった。幕末になり
朝幕関係の比重の変化は御神忌大通行にふられる通り、
公家衆一行の人数の増加となり、宿住民を負債に追込む
結果となった。かくて、幕府権力によって維持され、庇
護されてきた宿駅制度は江戸幕府と命運を共にし、幕末
には急速に崩壊の道を辿りつつあったといえよう。
以
上
、
甚
だ
粗
略
で
は
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
宿駅の実態を明らかにしようと努めたつもりである。研
究不足の為、誤りもあろうかと思われるが、御寛怒を乞
う次第である。なお、史料を借覧させて頂いた関根家及
び閲覧させて下さった中央鉄道学園図書館の方々に厚く
謝意を表する次第である。
（玉川学園勤務）
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